
S A B C D

（極めて⾼い⽔準で達成している） （⾼い⽔準で達成している） （標準的な⽔準で達成している）（最低限の⽔準で達成している）
（未達成である）

1つでもあてはまれば不合格

1

RAWデータを調整し、画像
濃度分布を最⼤限に保ち、
⽩⾶び、⿊つぶれのない画
像データとして指定フォー
マットに現像することがで
きる（C-2）

RAWデータの現像⽅法につ
いて⼗分理解し、その特徴
を⽣かす画像処理を実施す
ることができ、指定された
条件を満たした画像を制作
することができる。

RAWデータの現像⽅法につ
いて概ね理解し、その特徴
を⽣かす画像処理を概ね実
施することができ、指定さ
れた条件を満たした画像を
制作することができる。

RAWデータの現像⽅法につ
いて概ね理解し、その特徴
を⽣かす画像処理を実施し
ようと努め、指定された条
件を満たした画像を制作す
ることができる。

RAWデータの現像⽅法につ
いて最低限理解し、求めら
れている結果が伴う画像処
理を実施し、指定された条
件を満たした画像を制作す
ることができる。

RAWデータの現像⽅法につ
いて理解しておらず、求め
られている結果が伴う画像
処理を実施できず、指定さ
れた条件を満たした画像を
制作することができない。

2
修復ツールを⽤いて、オブ
ジェクトの除去や置き換え
を⾏う事ができる（C-2）

修復ツールを⽤いて、オブ
ジェクトの除去や置き換え
る⽅法を⼗分理解し、その
特徴を⽣かた上で、対象と
した画像の意図に応じて、
必要となる画像処理を過不
⾜なく実施することができ
る。

修復ツールを⽤いて、オブ
ジェクトの除去や置き換え
る⽅法を概ね理解し、その
特徴を⽣かす画像処理を、
対象とした画像の意図に応
じて、概ね実施することが
できる。

修復ツールを⽤いて、オブ
ジェクトの除去や置き換え
る⽅法を理解し、対象とし
た画像の意図を意識して、
画像処理を実施することが
できる。

修復ツールを⽤いて、オブ
ジェクトの除去や置き換え
ることができる。

修復ツールを⽤いて、オブ
ジェクトの除去や置き換え
を⾏う事ができていない。

3

調整レイヤーの特性を理解
し、それを⽤いた画像処理
により、⾊調補正に伴う調
整をおこなうことができる
（C-2）

調整レイヤーの特性を理解
し、その特徴を⽣かた画像
処理により、対象とした画
像の意図に応じて、⾊調補
正に伴う調整を過不⾜なく
実施することができる。

調整レイヤーの特性を理解
し、その特徴を⽣かた画像
処理により、対象とした画
像の意図に応じて、⾊調補
正に伴う調整を概ね実施す
ることができる。

調整レイヤーの特性を理解
し、その特徴を⽣かた画像
処理により、対象とした画
像の意図に意識して、⾊調
補正に伴う調整を実施する
ことができる。

調整レイヤーの特性を理解
し、それを⽤いた画像処理
により、⾊調補正に伴う調
整をおこなうことができ
る。

調整レイヤーの特性を理解
しておらず、適切な画像処
理をおこなうことができな
い。

4
マスク処理を伴った画像合
成をおこなうことができる
（C-2）

マスク処理を伴った画像合
成について理解し、その特
徴を⽣かた画像処理によ
り、対象とした画像の意図
に応じて画像補正をおこな
い、破綻のない合成を適切
に実施することができる。

マスク処理を伴った画像合
成について理解し、その特
徴を⽣かた画像処理によ
り、対象とした画像の意図
に応じて画像補正をおこな
い、破綻のない合成を概ね
実施することができる。

マスク処理を伴った画像合
成について理解し、その特
徴を⽣かた画像処理によ
り、対象とした画像の意図
を意識して画像補正をおこ
ない、画像合成について概
ね実施することができる。

マスク処理を伴った画像合
成について理解し、画像合
成について概ね実施するこ
とができる。

マスク処理を伴った画像合
成をおこなうことができな
い。

5

撮影から画像合成の⼀連の
作業を経て、被写界深度を
コントロール（深度を深く
する）した画像を作成する
ことができる（C-2）

撮影から画像合成の⼀連の
作業を経て、被写界深度を
コントロールする⼀連の⽅
法について理解し、対象物
に対する制作意図に応じ
て、深く考えた撮影と画像
補正をおこない、破綻のな
い合成を適切に実施するこ
とができる。

撮影から画像合成の⼀連の
作業を経て、被写界深度を
コントロールする⼀連の⽅
法について理解し、対象物
に対する制作意図に応じ
て、ある程度考えた撮影と
画像補正をおこない、破綻
のない合成を実施すること
ができる。

撮影から画像合成の⼀連の
作業を経て、被写界深度を
コントロールする⼀連の⽅
法について理解し、対象物
の特徴を活かした撮影と画
像補正をおこない、破綻の
ない合成を概ね実施するこ
とができる。

撮影から画像合成の⼀連の
作業を経て、被写界深度を
コントロールする⼀連の⽅
法について理解し、必要な
撮影と画像補正をおこない
合成された画像を概ね制作
することができる。

撮影技術を併⽤した被写界
深度のコントロールができ
ない。

6

撮影から画像合成の⼀連の
作業を経て、パノラマ合成
した画像を作成することが
できる（C-2）

パノラマ合成について、撮
影から校正の⽅法までを⼗
分理解し、撮影対象に対す
る制作意図に応じて、深く
考えた撮影と画像補正をお
こない、破綻のない合成を
適切に実施することができ
る。

パノラマ合成について、撮
影から校正の⽅法までを概
ね理解し、撮影対象に対す
る制作意図に応じて、ある
程度考えた撮影と画像補正
をおこない、破綻のない合
成を実施することができ
る。

パノラマ合成について、撮
影から校正の⽅法までを概
ね理解し、撮影対象の特徴
を活かした撮影と画像補正
をおこない、破綻のない合
成を概ね実施することがで
きる。

パノラマ合成について、撮
影から校正の⽅法までを概
ね理解し、必要な撮影と画
像補正をおこない合成され
た画像を制作することがで
きる。

適切な撮影を経て、パノラ
マ合成画像を作成すること
ができない。
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